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成績評価の方法

履修条件及び履修年次

教材等

その他

　情報化に伴う社会問題と可能性を概観し、著作権等の知的財産権、プライバシー保護、セキュリティ
管理等を含む今日に不可欠な倫理や社会的ルールのあり方と動向について講義する。
特に、美術・デザインとの関連を踏まえ、今日の情報社会のあり方と倫理を追究する。

○面接授業課題
授業内容を踏まえ、情報に関する倫理観の問題と今後のあり方、情報社会と個人との関係について論

述を行う。

［面接授業］
第 1日　情報化社会の現状と情報倫理、マナー、情報化社会とプライバシー
第 2日　情報をめぐる知的財産権、美術・デザイン創作活動と法的保護の現状
第 3日　デジタル化の進展と今後の情報倫理。課題レポート作成

面接授業内の課題のレポート評価によるものとする。授業回数が少ないので、欠席があるものは不可
とする。

［履修年次］　1～4年次
［履修条件］　なし
［備　　考］　履修年次は問わない。
　　　　　　スクーリング時に、受講人数を制限する場合がある。

なし

参考文献：授業内でしらせる。

情報社会倫理論 1単位（面接授業 1単位）
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